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PPMX-T003 を ANKL治療に用いる論文が 

米国血液学会誌『Blood』にオンライン掲載されました  

 

株式会社ペルセウスプロテオミクス（本社：東京都目黒区、代表取締役社長：横川拓哉）が開発中の抗

トランスフェリン受容体（TfR）抗体 PPMX-T003 が ANKL 治療戦略に有効であることを示した論文（東海

大学医学部の幸谷愛教授と当社 CTO を含む共同研究者らによる共著）が、このたび血液学のトップジャーナ

ルである米国血液学会誌『Blood』にオンライン掲載されましたのでお知らせいたします。 

 

ANKL は予後がきわめて不良である超稀少疾患であるため、患者さんのがん細胞やモデルマウスが乏しく、発

症原因の解明や効果的な標準治療法の確立が進んでおりません。そうした中、幸谷教授の研究グループは、

ANKL 患者さんのがん細胞を導入したモデルマウスを確立し、がん細胞が肝臓に生着することや、がん細胞の生

存にとってトランスフェリン受容体が重要であること、鉄の取り込みを阻害するPPMX-T003 がモデルマウスの生存

を延長できることを確認しました。腫瘍微小環境の解明の結果、肝臓が ANKL 細胞生存のニッチ（特別な環

境）として機能することや、Tf-TfR1 の結合阻害が ANKL の治療戦略として有望であることが明らかになったも

のです。 

 

当社は現在、幸谷教授の研究グループと共同で、ANKL 等の血液疾患に関する治療薬の研究開発に取り

組んでおります。また、ANKL 患者さんを対象とした医師主導第 I/II 相試験では、今後被験者登録の後、患

者さんに投与される予定です。 
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